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徳
島
大
学
産
業
院
で
は
、
社
会
、
企

業
とW

in-W
in

の
連
携
を
も
っ
て
、

成
果
の
商
品
化
や
競
争
的
資
金
の
獲
得

に
取
り
組
む
と
共
に
、
大
学
が
間
接
的

に
所
有
す
る
企
業
を
設
立
し
、
収
益
を

伴
う
大
学
の
事
業
（
＊
1
）
な
ど
を
企

業
の
方
々
と
共
に
推
進
す
る
な
ど
の
新

た
な
取
り
組
み
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
に
も
共
同
研
究
等
で
連

携
す
る
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
企
業
経
営
、
起
業
支
援
に
精
通
し
た

外
部
講
師
に
よ
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
も
今
後
検
討
し
て
お
り
、

産
業
創
出
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
も

行
い
ま
す
。

＊
収
益
を
伴
う
大

学
の
事
業
と
は
、
国

立
大
学
法
人
法
第

22
条
第
1
項
各
号

に
規
定
さ
れ
る
業

務
を
行
う
中
で
、
結

果
と
し
て
収
益
を

伴
う
こ
と
と
な
る

事
業
を
い
い
ま
す
。

　
徳
島
大
学
の
社
会
貢
献
に
関
す
る
理

念
は
、「
産
官
学
の
組
織
と
連
携
し
、

社
会
の
発
展
基
盤
を
支
え
る
拠
点
と
な

り
、
大
学
の
開
放
と
社
会
人
の
学
び
直

し
を
支
援
し
、
地
域
社
会
に
新
産
業
を

創
出
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
。」
で
す
。

こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
特

に
、「
地
域
社
会
に
新
産
業
を
創
出
す

る
こ
と
」
を
主
な
目
標
と
し
た
組
織
と

し
て
、
平
成
30
年
４
月
に
徳
島
大
学
産

業
院
は
設
立
し
ま
し
た
。

　
そ
の
モ
デ
ル
は
実
は
学
内
に
あ
り
、

そ
れ
は
大
学
病
院
で
し
た
。
下
の
図

で
示
す
よ
う
に
、
医
学
部
・
関
連
大

学
院
に
お
い
て
は
、
医
学
な
ど
に
関

す
る
研
究
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果

が
大
学
病
院
に
お
い
て
実
際
に
病
気

な
ど
で
苦
し
む
人
々
を
救
う
こ
と
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
他
の

学
部
・
大
学
院
に
は
相
当
の
組
織
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
研
究
の
成

果
を
効
率
的
に
社
会
実
装
に
つ
な
げ

る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
産
業

院
（Industry-U

nibersity R&D
 Startup 

Leading Institute(Industal) )

と
い
う
組

織
を
考
え
ま
し
た
。

　
徳
島
大
学
産
業
院
で
は
、
企
業
の
再

生
、
企
業
内
新
規
事
業
、
企
業
創
生
な

ど
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
の
対
価
を
得

て
、
更
に
研
究
に
還
元
す
る
シ
ス
テ
ム

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
研

究
成
果
で
産
業
が
活
発
に
な
れ
ば
、
地

域
も
活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
徳

島
に
あ
る
様
々
な
企
業
の
活
躍
を
見
て

も
明
ら
か
で
す
。

　
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
社
会
・
地

域
の
発
展
へ
の
貢
献
と
世
界
レ
ベ
ル
の

研
究
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

大
学
が
企
業
と
密
接
に
連
携
し
、
早
急

に
研
究
成
果
等
を
社
会
に
還
元
す
る
た

め
に
は
、
個
人
レ
ベ
ル
の
連
携
で
は
な

く
、
組
織
的
に
大
学
管
理
下
で
共
同
研

究
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 徳

島
大
学
産
業
院
ス
タ
ー
ト

新
し
い
産
学
連
携
の
在
り
方

徳
島
大
学
産
業
院
が
目
指
す
も
の

● 企業からの新規事業の開発委託などにより、最適のチームで組織的に対応。
● 起業支援の専門チームが、スタートアップを創生（スタートアップ スタジオ）。
● 企業・自治体などが大学産業院に研究室を設置可能。
● 大学において審査後、企業の出向者に、産業院教授・准教授などの称号を付与。
● 産業院教員は、教育・研究・企業活動をおこなう。
● 学生・院生は、産業院にて講義・研修を受け、研究を行う。

地域社会に新産業を創出する

徳島大学の
産学連携

医学部においては、基礎研究、臨床研究、大学病院での治療までの流れが確立している

理工系においては、基礎研究、応用研究、社会実装への流れが途切れている

医学部基礎系
基礎研究

各学部･大学院
基礎研究

医学部臨床系
臨床研究

各学部･大学院
応用系

応用研究

大学病院
臨床系教員

患者の治療など

大学産業院
応用系教員

企業の新規事業
企業の創生（起業）

日本･世界の企業

日本･世界の人々

特集

徳
島
大
学
産
業
院
長  

森
松 

文
毅 

（
も
り
ま
つ 

ふ
み
き
）

大学産業院の概念 大学病院において、医学研究が実用化され、患者を治療。
大学産業院において、様々な研究が実用化され、企業を創生。

産業院の体制図

出版部
「企業と大学」を

発行
産業院顧問

民間企業 
自治体等

産業院長

企画戦略部門 部門長

徳島大学
研究支援・産官学連携センター

研究開発事業部門 部門長

副産業院長

学内教員、技術員 学内教員
(各研究部・研究所等)

招聘教員
(企業等)

支援

支援

連携

併任 株など寄附

所有企業プロジェクト A 所有企業プロジェクト B

所有企業プロジェクト C 所有企業プロジェクト D

特集 徳島大学の産学連携
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こ
れ
ま
で
の

産
学
連
携
体
制
と
の
比
較

大
学
内
特
区
と
し
て
の

産
業
院

通常の
産学連携
体制

● 企業との共同研究実施の際、教員個人が研究を実施
● 産学連携、ベンチャー起業の相談に対応、大学からの組織的支援は無い
● 数百人の教員に対し、個々に知財対応や法務対応。コーディネーター教員は数名
● 数百人の教員に対して、POC（＊2）経費支援
（＊2） POCとは（proof of concept）の略称で、「概念実証」や「コンセプト実証」の意味。各分野の研究開発やビジネス
などにおいて、新たな発見や概念について実現できるかどうかを実証すること。

● 「組織」対「組織」の本格的な産
　学連携を推進、事業化・産業化の
　課題を優先的に対応
● 既存の大学教員採用基準に捕ら
　われない、連携組織の構築（企業
　の方に、産業院招聘教授等の称　

　号付与と教員としての活動支援）

● 学生・院生は、産業院にて講義・研
　修を受け、研究を行う

● すでに連携している共同研究相手
　企業との連携強化、収益を伴う大
　学の事業の展開（研究室設置など）
● 企業からの新規事業などの開発
　委託などにより、最適のチームで
　組織的に対応。
● 企業・自治体などが大学産業院に
　研究室を設置可能

● 起業支援の専門チームが、スタート
　アップを創生（スタートアップ スタジオ）
● 産学連携コーディネーターにより、特
　許戦略やマーケティングを集中支援
　するチームを設置

産業院
として

徳島大学では、国内で初めての取り組みとして、大学内特区として産業院を位置づけています。

● 企業との組織的共同研究実施の際、コーディネーターを介す等、組織として
   研究を実施
● 産業院が、組織として提案するスタートアップ・スタジオの充実による研究成果の
   社会実装の促進
● 収益を伴う大学の事業、産学連携、大学ベンチャーの起業を協働で行う
● 収益を伴う大学の事業や企業を組織として設置・運営
● 産業院に所属する教員に対応する専属のコーディネーター教員（設立時：2名）に
   よるきめ細かい対応
● 産業院をモデルとして、文科省の「産学官連携による共同研究強化のための
   ガイドライン」の導入、兼業制度の見直し等を行い、全学に拡大

大学内特区的
としての産業院

スタートアップ・
スタジオの設置

組織による
企業支援1 2 3

研
究
成
果
の
事
業
化
、社
会
実
装
化
を
目
指
す

研
究
開
発
事
業
部
門
の

教
員

教授

出口 祥啓 
（でぐち よしひろ）　

教授

梶 龍兒 
（かじ りゅうじ）　

教授

宇都 義浩 
（うと よしひろ）　

教授

石田 竜弘 
（いしだ たつひろ）　

徳島大学 

大学院社会産業理工学
研究部 理工学域 
● 研究分野：
工学、電気電子、機械

工業応用展開を可能とする
最先端レーザ応用計測技
術装置の開発

徳島大学 

大学院医歯薬学研究部
医学域　
● 研究分野：
脳神経内科学、臨床創薬、
神経リハビリテーション

超高齢化社会での神経疾
患による社会的負担に対す
るソルーション

徳島大学 

大学院社会産業理工学
研究部 生物資源産業学域
● 研究分野：
生物有機化学

発育鶏卵を用いた癌の創薬
研究と治療剤╱サプリメント
の開発

徳島大学 

大学院医歯薬学研究部
薬学域
● 研究分野：
薬剤学、薬物動態学、
DDS

創剤（ソボーム化）による
新薬の開発

特集 徳島大学の産学連携

化
し
、
会
社
化
し
て
い
く
組
織
で
す
。

大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
場
合
、

研
究
者
は
経
営
な
ど
に
は
知
識
も
経

験
も
な
く
、
研
究
者
が
起
業
す
る
の
は

非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
研
究

以
外
の
こ
と
を
総
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

チ
ー
ム
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
コ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、

広
い
視
野
を
持
つ
専
門
家
、
例
え
ば
：

ビ
ジ
ネ
ス
開
発
：
ソ
フ
ト
に
関
す
る
エ

学
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

生
」、
一
般
社
団
法
人
徳
島
ニ
ュ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
会
長
の
三
木
康
弘
氏
か

ら
は
、「
産
業
院
と
徳
島
ニ
ュ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
と
の
連
携
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
関
係
者
、
行
政
関
係
者
、
大
学

関
係
者
な
ど
1
4
9
名
の
参
加
が
あ

り
、
大
学
の
研
究
成
果
を
迅
速
に
事
業

化
・
産
業
化
す
る
た
め
に
は
組
織
的
な

連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
意
識

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
懇

親
会
で
は
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
宇
都
義
浩
教
授
の
研

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
：
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に

関
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
：
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン(

U
I
╱
U
X
の
デ
ザ
イ

ン) 
：
P
R
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
：
人

材
獲
得
の
た
め
の
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン

グ
：
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
：
法
務
、
に
よ

り
構
成
さ
れ
ま
す
。 
ス
タ
ジ
オ
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
「
考
案
」
し
、「
開
発
」
し
、

「
販
売
」
す
る
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
タ
ジ
オ
の
全

面
サ
ポ
ー
ト
の
下
に
事
業
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成

功
確
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

究
成
果
で
あ
る
阿
波
藍
を
用
い
た
水
溶

性
藍
色
素
〝
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
〟
を
活

用
し
た
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

に
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　
大
学
産
業
院
に
お
い
て
、
研
究
成
果

や
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
創
生
す
る
た
め
に
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し

ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ス
タ
ジ
オ

は
、「
商
品
の
考
案
、
事
業
設
計
、
資

金
調
達
、
人
材
調
達
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ま
で
、
起
業
を
全
面
的
に
支
援
す

る
」
組
織
で
す
。
ス
タ
ジ
オ
自
体
が
新

し
い
商
品
を
次
々
に
生
み
出
し
、
事
業

　

平
成
30
年
8
月
27
日
（
月
）、
徳
島

市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
「
徳
島
大
学
産
業

院
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

野
地
学
長
よ
り
挨
拶
と
産
業
院
の
構
想

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
に

徳
島
大
学
と
の
連
携
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
産
業
院
の
井
内
健
介
副
院
長

か
ら
は
、「
産
業
院
の
取
組
紹
介
」、
産

業
院
の
顧
問
で
、
日
本
ハ
ム
株
式
会
社

取
締
役
専
務
執
行
役
員
の
大
社
啓
二
氏

か
ら
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
経
営
、
食
と
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
挑
戦
的
ビ
ジ
ネ
ス
の
可

能
性
」、
産
業
院
の
宇
都
義
浩
教
授
か

ら
は
、「
中
小
企
業
と
地
方
大
学
の
産

visio
n

re
p

o
rt

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・ス
タ
ジ
オ
の
設
置

徳
島
大
学
産
業
院
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
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